
　平成30年度は、公設民営（DBO）方式によるクリーンパー
ク折居の本格稼働やし尿等の下水道への排水開始など、将来
を見据えたより効率的な事業形態への転換を行なう節目の年
となります。また、各施設の機能維持を目的に計画的な整備
を進め、１日も欠かすことのできない安心安全な廃棄物処理
事業を継続することとしています。

平成30年

当初予算

①�クリーンパーク折居の稼働やし尿等の下水道排水の開始によ
り、より効率的、効果的な事業執行に努める。

②�事業形態の転換を踏まえ、簡素で効率的な組織を確立するとと
もに、技術継承、人材育成等により組織力の強化に努める。

③�広域行政のスケールメリットを発揮しながら、安心安全な工場
運営に万全を期し、適正な廃棄物処理事業を継続することを基
本に、市町と協同して、更なるごみの減量・再資源化事業を推
進する。

④�財政負担の軽減、平準化を図るとともに、長期的視点に立った、
総合的かつ計画的な施設整備に努める。

⑤�折居清掃工場更新事業については、解体撤去及び跡地整備事業
を着実に進捗させる。

⑥�し尿処理事業については、下水道排水による適正かつ効率的な
処理を実施するとともに、し尿収集体制の効率化を図る。

⑦�環境マネジメントシステムによる継続的改善を一層進めるとと
もに、地球温暖化防止対策実行計画（第３期）「地球元気プラ
ンⅢ」の推進など地球環境保全に向けた取組や廃棄物処理事業
の情報発信強化に努める。

平成30年度の主な取組

　予算総額
　　45億9,388万円（前年度比39.5%減）
　市町分担金
　　34億   463万円（前年度比11.6%減）

分担金及び負担金
34億463万円（74.1％）

45億9,388万円
使用料及び手数料
4億5,866万円（10.0％）

国庫支出金
 1億580万円（2.3％）

財産収入 7,696万円（1.7％）

組合債 1億9,040万円
　　（4.1％）

繰入金 7,454万円（1.6％）

諸収入 2億8,289万円（6.2％）

〇クリーンパーク折居
の稼働に伴う旧施設の
解体及び跡地整備工事
を実施するとともに、
稼働後11年を経過する
クリーン21長谷山の改
修整備工事等、安定稼
働と安心安全な工場運営を確保するために必要な改修整備工事
を実施します。

歳出・歳入について 前年度比
　29億9,593万円の減少

人件費
9億3,719万円（20.4％）

物件費
19億2,601万円

（41.9％）

公債費
5億2,928万円

（11.5％）

普通建設事業費
10億2,865万円

（22.4％）

積立金 3,056万円（0.7％）

45億9,388万円

補助費等
1億3,719万円

（3.0％）

予備費 500万円（0.1％）

〇クリーンパーク折居
の完成及びDBO方式に
よる施設運営の開始等
に伴うごみ関係経費の
減少、クリーンピア沢
の下水道排水整備事業の完了に伴うし尿処理施設建設経費の減
少等を踏まえたもので、対前年度比国庫支出金は８億7,244万円
の減、分担金及び負担金は４億4,871万円の減となっています。

歳出

歳入


